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神奈川県立総合教育センター長期研修員研究報告3:17～20.2005

生徒が学習による自らの変容を自覚できる

指導法の工夫
－ －学習のふりかえりを大切にした評価を通して

１広 瀬 弘 行

生徒は、学習を通して自らがよりよく変容したことを自覚できたとき、学ぶ意味を感じる。そのことによ

り、自分に対する自信を高めたり、学びの方法を見通したりすることもでき、より深い理解に到達できると

考える。そこで、本研究では中学校理科第１分野の化学領域を題材として、自己の変容が自覚できる指導法

を工夫し、授業実践を通してその有効性を検証した。

はじめに

現行の学習指導要領では「生きる力」を育むことが

重視されている。「生きる力」の知の側面は「確かな

学力」であり、中央教育審議会答申（平成15年）では、

「確かな学力」とは「知識や技能はもちろんのこと、

これに加えて、学ぶ意欲や、自分で課題を見付け、自

ら学び、主体的に判断し、行動し、よりよく問題を解

決する資質や能力等までを含めたもの」と述べている。

そこで、単に知識や技能を獲得するだけの学習では

なく、「自分は学習によってどのように成長したの

か」「自分はどのように考え、予想し、授業に取り組

み、課題を解決してきたのか」を学習の過程（学習前

・学習中・学習後）でふり返り、自らの変容を自覚で

きる指導や評価の方法を研究した。あわせて生徒の自

己評価を分析した結果を授業に役立てることができ、

また、理科の他の領域でも活用できる指導法を模索し

た。

このことを踏まえ、中学校理科第１分野化学領域の

１学年「物質の状態変化」、３学年「酸化と還元」を

題材に、本研究のテーマに迫ることのできる指導法と

その評価方法を検討し、検証授業を通してその有効性

を確かめた。

研究の内容

１ 学習による自己の変容を自覚することの効果

（１）自己学習力を身につけることができる。

自己学習力（自ら学び自ら考える力）を身につける

ために必要な条件として、学ぶ意欲、学ぶ意味や学ぶ

方法の理解、学習への自信、学習の達成感や充実感、
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自己評価能力の向上などが考えられる。

どのように学び、どのように成長してきたかをふり

かえる（自己の変容を自覚する）とき、学習全体を見

通す。そのとき、学習内容の理解や取組を自ら評価す

る活動を行うことにより、学習の方向性を修正するこ

とができる。また、どのようにして知識を身につけ、

それを構造化し、概念にまで積み上げていったのか、

その学びの過程や学びの方法を自覚することもできる。

堀（2003）は「自分の知識や考えがどのようなもの

で、それが学習や授業によりどのように変容したかを

自覚するとき、学ぶ意味が実感できる」と述べている。

学習をふりかえったとき、学習により理解を深め、学

習への取組が向上してきたことを自覚することができ

れば、達成感や充実感を味わうことができる。同時に

学ぶ意味を実感でき、さらには自らの成長をも自覚す

ることができる。そして、それが自信へとつながり、

次の学習への意欲を生み出す。

このように、自己の変容を自覚する活動は、自己学

習力を身につけるうえで、大きな役割を果たすと考え

る。

（２）学習内容をより深く構造的に理解することがで

きる。

学習による変容を自覚するためには、学習過程で獲

得していった概念や知識、考えなどを学習前のそれと

比較することになる。この比較の過程で、新たに得た

知識や考えなどを再構築し、整理することが必要であ

る。そのとき、学習内容を構造的に理解することがで

きると考える。

（１）（２）の考えをもとに、次のような仮説を立

てた。

学習による自己の変容が自覚できる指導法を工

夫すれば、生徒は自己学習力や学習に対する自信

を高め、学習内容をより深く理解することができ

る。
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２ 学習による自己の変容を自覚させるための工夫

（１）授業構造の工夫

第１図 単元の授業構造図

生徒に学習による自己の変容を自覚させるため、単

元の授業構造図（第１図）をつくった。この授業構造

のねらいと特徴は次の通りである。

・学習によって得た知識や概念を再構築したり、学び

方を身につけたりする場面をくり返し設定すること

により学習を深めさせる。その過程で、自己の変容

を自覚させ、学ぶ意味や自己の学習による成長を実

感させる。

・学習で得た成果を共有したり、次の課題を解決する

ために、考えを交流する話し合いや発表などの場面

を設定することによって学習の深まりをつくりだし、

その深まりを自分の考えに反映させる。

（２）学習による自己の変容を自覚させるための４つ

の方法

ア 「言葉つなぎ」（コンセプトマップ）

知の構造の変容を視覚化するために、学習前後で

「言葉つなぎ」を実施し（第１図参照）、それらを比

較させることにより、自己の変容を自覚させることが

主なねらいである。実施にあたっては、単元の核とな

る言葉をいくつか選び「単元キーワー

ド」とし、そのキーワードを使って

「言葉つなぎ」を行わせる。

（以下イ 課題解決に向けての変容表

「課題解決変容表」と記す）（第２

図）

単元の核となる問題（以下「単元キ

ー問題」と記す）を各授業の最後に取

り組ませ（第１図参照）、単元のまと

めで正答を確認させる。この問題は各

授業の学習内容を応用したもので、正

答にたどりつけたとき、単元の学習内

容の本当の理解ができたと考える。生

徒は、指定された場面ごとに、結果予

想やその理由づけを記入するととも

に、結果予想や理由づけの自信の度合

単元の授業構造図
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変容を促すはたらきかけ

１時間目 ２時間目 ３時間目 ４時間目

（５段階）を自己評価しグラフに記入する。

この課題解決変容表のねらいは次の２点である。

・「単元キー問題」に対する結果予想を毎回行うこと

により問題意識を高めるとともに、理由づけを考る

ことにより科学的根拠に基づく予想をさせ学びを深

めさせる。

・課題解決変容表の記述内容やグラフにより、学習に

よる自らの学びの変容を視覚的にとらえさせる。

ウ ミニ発表会

単元の学習のまとめ（第１図参照）として、自分の

学習の成果（「言葉つなぎ」の学習前後の変容）を他

の生徒と一対一で発表し合う活動である。学習で得た

知識を整理し表現したり、相手からのアドバイスによ

り新たな学習の視点を見いだしたり、相手の発表を評

価する力を身につけたりするのがねらいである。

エ 観点別自己評価表

第１表 毎時間ごとの観点別自己評価表

この観点別自己評価表（第１表）は、まず単元の学習

の最初に評価規準として、生徒に説明する。これは、

学習指導要領、今回の指導法と学習内容をもとに４つ

の観点別に評価項目を選び出し作成した。毎時間の授

第２図 課題解決変容表

年＿＿組＿＿番＿＿＿＿＿＿「物質の状態変化 」<1> 課題解決にむけての変容表 １
（ ）月（ ）日～（ ）月（ ）日

２時間目 ３時間目まとめ＜単元キー問題＞ ②実験後Ⅰ ⑥確認実験後（ろうの状態変化の実験後）
結果はこうなった！結果予想

問題図

◎◎◎◎かわいたかわいたかわいたかわいた空空空空ののののペットボトペットボトペットボトペットボト
ルルルル をしっかりをしっかりをしっかりをしっかりフタフタフタフタをしをしをしをし、、、、
それをそれをそれをそれを非常非常非常非常にににに冷冷冷冷やすことやすことやすことやすこと

結果予想の理由づけができたとしたらどうなができたとしたらどうなができたとしたらどうなができたとしたらどうな
るかるかるかるか。。。。またまたまたまた、、、、ペットボトペットボトペットボトペットボト

その理由はこうだった！ルルルル のののの内部内部内部内部はどうなるかはどうなるかはどうなるかはどうなるか。。。。
そのそのそのその後後後後、、、、空気中空気中空気中空気中にににに放置放置放置放置すすすす
るとどうなるかるとどうなるかるとどうなるかるとどうなるか。。。。それぞそれぞそれぞそれぞ↑
れれれれ 理由理由理由理由をををを考考考考ええええ筋道筋道筋道筋道をををを立立立立ててててﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ
てててて説明説明説明説明してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。冷やすもの

１時間目 ３時間目①はじめ ④実験後Ⅱ（自分で考えてみて・・） （物質を冷やした実験後）
結果予想 結果予想

＜この表を振り返っての感想や課題など＞

結果予想の理由づけ 結果予想の理由づけ

＜観点別評価＞☆単元キー問題の 変容グラフ 単元キー問題の の 変容グラフ結果予想 自信度 理由づけの ☆ 結果予想 結果の納得度
完璧 完璧 バッチリ 自分の 項目 評価バッチリ
自信あり 予想通り 説明通り 関心説明できる 納得！

意欲
かなり ほぼ ほぼ 態度ほぼ自分の ほとんど
自信あり 予想通り 説明通り 科学的説明できる 納得！

思考
半分ちょっと 半分 少しは 半分自分の

自信あり 予想通り 説明通り →（先生が記入）説明できる 納得！
先生からのコメント！

ほとんどほとんど ほとんど ほとんど ほとんど
納得できない自信なし 違った予想 と 違っ た 説 明で きな い

全然全然 まったく 全然 全然
納得できない自信なし ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 違った予想 と 違っ た 説明 できない

↑ ↑は 実 発 実 発 確 は 実 発 実 発 確
じ 験 表 験 表 認 じ 験 表 験 表 認 （○で囲む↑）＜結果＞ ＜結果＞

⑥確認後に記入め 後 後 後 後 後 め 後 後 後 後 後
1h 2h 3h 1h 2h 3hⅠ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ

＊それぞれの場面で、単元キー問題の とそれをいかに説明できるかの を同時にグラフに示す！結果予想の自信度（○で記入） 結果予想の理由づけ（□で記入）

？

単元キー問題

（単元の課題）

結果予想

結果予想の理由づけ
変容表を振り返って
の感想感想感想感想・・・・課題課題課題課題など

結 果

納得度
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業の最後に、該当する評価項目について４段階で自己

評価させ、次時の努力点をはっきりさせる。同じ項目

については、各時間の評価を縦に連続して記入するこ

とができるようにしたので、各時間ごとの各観点の取

組状況が比較でき、その変容を視覚的に自覚できる。

なお、「知識・理解」の観点については、単元のま

とめで自己評価させる。

３ 学習による変容をもたらすための指導の工夫

指導上の工夫として次の２点を考えた。

（１）授業実施上の工夫

・「単元キー問題」を活用した課題の明確化

・課題に迫るための興味をひく実験

・効果的な提示カードの活用

・ワークシートを使った生徒と教師のやりとり

（２）各時間の実験用ワークシートの工夫

・「単元キーワード」（６～８個）の挿入

・観察の視点を明確にさせる記入項目欄の作成

・「単元キー問題」に対するヒントの挿入

４ 検証授業からの考察

ここでは、所属校１学年『物質の状態変化』（８時

間扱いのうちの４時間）の授業（２クラス73名）につ

いて、自己の変容を自覚させる４つの方法についての

検証結果を述べる。

（１）「言葉つなぎ」

「単元キーワード」として選定したのは、「氷」

「水」「水蒸気」「温度」「質量」「体積」の６つで

ある。学習前は、「氷」「水」「水蒸気」については、

何とかその関係を見いだそうとしている生徒は多かっ

たが、温度の変化と関連させて、固体・液体・気体の

関係をとらえている生徒は少なく、「体積」「質量」

については、全くといってよいほど、その関連性をつ

かむことができていなかった。学習後は、６つのキー

ワードを学習内容をもとに有機的につなげている生徒

が多く見られるようになった。学習後の感想の中で、

ほとんどの生徒が学習による自らの「言葉つなぎ」の

内容やつながりの深まりを記していた。

（２）課題解決変容表

第３図 「結果予想の理由づけ」の変容集計結果
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単元キー問題」に対する各段階での「結果予想の理「

由づけ」自信度（第２図参照）の５段階の変容につい

て１学年２クラスの集計結果を第３図に示す。

第３図の通り、全体的に見れば、「結果予想の理由

づけ」は授業を進めるごとに、その自信の度合が上昇

している生徒が多いことがわかる。各時間の実験やそ

の結果が生徒たちの課題解決のための材料となり、そ

れを活用して考え、自信を深めさせながら「単元キー

問題」に取り組み、解答していったことがわかる。課

題解決変容表の記入例を示す。（第４図、第５図）

第４図課題解決変容表記入例（１時間目と３時間目）

課題解決変容表の

記述内容から生徒が

正しく予想している

かを分析した結果、

「単元キー問題」の

正答率は４％（はじ

め）、16％（実験後

第５図 変容グラフ記入例Ⅰ）、57％（実験後

Ⅱ）と上昇しており、生徒が段階的に正答に近づいて

いったことがわかった。生徒の感想の中には「いろい

ろな実験をやって、結果から予想にどんどん自信がつ

いてきて、グラフもどんどん上向きになっていってよ

かった」「グラフを見て少しずつわかってきたことが

わかる」等が見られ、変容グラフが、学習の過程をふ

り返る機会をつくり、自己の変容を視覚的にとらえさ

せ、学習による自己の成長を実感させるのに役立った

といえる。

（３）ミニ発表会

ミニ発表会後の感想は、「他の生徒の発表から刺激

を受け自分の学習を見直したこと」「学習内容を論理

立てて説明することの難しさ」「発表内容を認められ

たうれしさ」などについて述べたものが多く見られた。

ミニ発表会により考えを交流させることは、学習を深

めるために役立つと感じた生徒がほとんどであった。

（４）観点別自己評価表

第６図の観点別自己評価表集計結果を見ると、各観

点における１学年（２クラス）全体の取組方の変容が

明らかになる。図中の表の通り、３時間で比較できる

各観点とも良い（「４」）と評価した生徒の人数が、

時間を追うごとに増加している。授業への取組が、よ

り意欲的になっていったといえる。評価項目の内容を

事前に提示していたことや毎時間の自己評価活動によ

り、学習の過程が徐々にわかってきたためであると考
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える。生徒は観点別自己評価表の各項目をチェックす

るたびに、自分の取組方を確認するとともに、その向

上が自覚できたのではないだろうか。また、この表は

生徒がどのようにこの単元に取り組み、何を身につけ

たかを示すものだけでなく、教師の授業分析資料とし

て、指導法の課題を明確にすることに役立った。

第６図 １～３時間目の観点別自己評価の集計結果

研究のまとめ

１ 研究の成果

本研究では、「学習による自己の変容が自覚できる

指導法を工夫すれば、生徒は自己学習力や学習に対す

る自信を高め、学習内容をより深く理解することがで

きる」という仮説を立て、指導や評価の工夫を行った。

「課題解決変容表」や「観点別自己評価表」で知識や

概念を再構築したり、学び方を身につけたりする場面

をくり返し設定し、自己の変容を自覚させた。「言葉

つなぎ」では学習前後での知の構造の変容を比較させ、

ミニ発表会では学習で得た知識を整理し表現し合うこ

とにより、学習を深めさせた。このような学習過程で、

生徒は自己学習力を高め、学習内容をより構造的に理

解することができたと考える。

課題解決変容表からは、学習が進むごとに段階的に

自信を深め、課題を解決していく様子（第３図参照）

が読みとれた。学習後の感想には、「だんだん『単元

キー問題』に対する理由もつけられるようになってい

って、自分の成長みたいなものがわかってよかった」

等、徐々に学習内容の理解や学習への自信を深めた内

容のものが６割以上あった。その他の感想も、学習の

楽しさや授業方法に対する肯定的な内容を記したもの

であった。これらの生徒の感想や自己評価だけでなく、

「単元キー問題」の正答率の増加などからも、生徒が

学習で得た知識を応用して考えていった様子や学習の

方法を身につけながら問題を解決していった様子、学

習による達成感、学習への自信、自己の成長を自覚で

きた様子などが読み取れた。また、観点別自己評価表

においてもその成果（第６図参照）が確認できた。

20 40 60自己評価項目自己評価項目自己評価項目自己評価項目 時間時間時間時間 ４ ３ ２ １

１ｈ ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○▲▲関 ①授業の目的 ２５ ４２ ４ ０２５ ４２ ４ ０２５ ４２ ４ ０２５ ４２ ４ ０ ●●●●●●●●●●●●●

▲心 自ら進んで ２ｈ ○○○○○○○○○○○○○○３９ ２８ １ ０３９ ２８ １ ０３９ ２８ １ ０３９ ２８ １ ０ ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

▲意 取り組む ３ｈ ○○○○○○○○○○○○○○▲４０ ２８ ３ ０４０ ２８ ３ ０４０ ２８ ３ ０４０ ２８ ３ ０ ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

１欲 ②自分の考え・発表

２態 話し合いや発表会

▲度 積極的に参加 ３ ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○▲▲▲２０ ４４ ７ ０２０ ４４ ７ ０２０ ４４ ７ ０２０ ４４ ７ ０ ●●●●●●●●●●

▲③課題予想 １ ○○○○○○○○○○○○○○○○○○▲▲▲▲▲２２ ３６ １１ ０２２ ３６ １１ ０２２ ３６ １１ ０２２ ３６ １１ ０ ●●●●●●●●●●●

○ ▲答えを追究 ２ ○○○○○○○○○○○○○○ ▲▲▲３２ ２９ ７ ０３２ ２９ ７ ０３２ ２９ ７ ０３２ ２９ ７ ０ ●●●●●●●●●●●●●●●●

３ ○○○○○○○○○○○○○ ▲▲科 自分の考えを述べる ４０ ２７ ４ ０４０ ２７ ４ ０４０ ２７ ４ ０４０ ２７ ４ ０ ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ○

１学 ④他の生徒の意見

２的 自分なりの考えを

▲思 修正・発展 ３ ○○○○○○○○○○○○○○○▲▲▲３５ ３０ ７ ０３５ ３０ ７ ０３５ ３０ ７ ０３５ ３０ ７ ０ ●●●●●●●●●●●●●●●●●●

▲考 ⑤結果をじっくりと １ ○○○○○○○○○○○○○○○○○○▲▲▲▲▲２４ ３６ １１ ０２４ ３６ １１ ０２４ ３６ １１ ０２４ ３６ １１ ０ ●●●●●●●●●●●●

▲×考え結論を導く ２ ○○○○○○○○○○○○○○○▲▲▲▲２８ ３０ ９ １２８ ３０ ９ １２８ ３０ ９ １２８ ３０ ９ １ ●●●●●●●●●●●●●●

３ ○○○○○○○○○○○ ▲▲▲４２ ２３ ６ ０４２ ２３ ６ ０４２ ２３ ６ ０４２ ２３ ６ ０ ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ○

１技 ⑥実験器具の扱い

▲×能 実験操作を正しく ２ ○○○○○○○○○○○○○○▲▲３６ ２８ ５ １３６ ２８ ５ １３６ ２８ ５ １３６ ２８ ５ １ ●●●●●●●●●●●●●●●●●●

３・

▲表 ⑦ポイントをつかんだ １ ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○▲▲▲▲▲１８ ４２ １１ ０１８ ４２ １１ ０１８ ４２ １１ ０１８ ４２ １１ ０ ●●●●●●●●●

○ ×現 観察、適切に記録 ２ ○○○○○○○○○○○○○○ ▲▲▲３２ ２９ ６ １３２ ２９ ６ １３２ ２９ ６ １３２ ２９ ６ １ ●●●●●●●●●●●●●●●●

３ ○○○○○○○○○ ▲▲▲▲わかりやすくまとめる ４４ １９ ８ ０４４ １９ ８ ０４４ １９ ８ ０４４ １９ ８ ０ ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ○

（単位：人）（良い←→悪い）＜ ＝４、○＝３、▲＝２、×＝１＞●

自己評価
の向上が
見られる

生徒に自己の変容を自覚させた資料を分析すること

は、教師の授業評価に役立ち、授業づくりのための貴

重な資料となることもわかった。

２ 今後の課題

検証授業を通しての今後の課題は、ふりかえりを行

う時間をどう生み出すか、そのための効率的な時間の

使い方の工夫である。この学習方法がふさわしいと思

われる単元を選び出し、年間指導計画の中で３年間の

長期的視野を持って指導し、この学習方法の定着と習

慣化を図る必要がある。また、この活動にふさわしい

教材・教具の開発を行うことも課題である。生徒の反

応やワークシートから、常に学習状況を見取り、評価

し、次の授業に生かすという指導と評価の一体化を図

る工夫を行うことはもちろんである。

学習による自己の変容の自覚は「メタ認知能力」を

向上させるものである。このような学習の過程を大切

にし、自己評価を行いつつ、自己の成長を確かめられ、

学びの意味が実感できる学習指導を行うことは、すべ

ての学習での課題といえる。

おわりに

2004年12月、「国際数学・理科教育動向調査の2003

年調査」の結果が公表された。我が国の中学２年生は

「理科の勉強への積極性」や「理科の勉強に対する自

信」に関して、参加国中最低レベルにあった。この現

状を少しでも改善すべく、本研究をきっかけに、生徒

が理科の楽しさを感じ、理科の学習に自信を持って積

極的に取り組めるような指導を進めていきたい。
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